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※概要（Summary）： 

本研究では、 気光学効果の大きなビスマス置換型

  ガーネット薄膜      グラムの作製プ 

セスの開発 目的とする。  グラフィーによる３D

表示において、30度以上視野角 実現する めには、

サブミ  ンサイズのパターンが必要になる め、電

子ビームリソグラフィ 用いる必要があるが、今回は、

エッチングなどのプ セス技術の確立の め、作製し

 フォトマス   用し、フォトリソグラフィとドラ

イエッチングによ て  グラム 作製し評価 行

  。 

 

※実験（Experimental）： 

・利用し 共用設備：電子線描画装置、マス アライ

ナー、走査型電子顕微鏡、触針式表面分析装置 

 

 元画像の”NUT” フーリエ変換により  グラム

パターン 作製し、この  グラムパターン ガーネ

ット薄膜に形成し 。ガーネット薄膜は、有機金属分

解法により3センチ角の大きさのガラス基板上に作製

し 。ガーネット膜のパターニングは、電子線描画装

置により作製し フォトマス  用い フォトリソ

グラフィとドライエッチングにより行  。 

 

※結果と考察（Results and Discussion）： 

作製し 正方形パターン配列の光学顕微鏡写真 

図１に示す。設計通り 5〜40ミ  ン角のパターンの

配列が形成されていることがわかる。図２は、作製し

   グラムパターンにレーザー光 照射してス 

リーン上に元画像 再生し 画像である。元画像であ

る”NUT”という文字が再生されており、  グラムが

設計通り出来 ことが確かめられ 。さらに、偏光子

および検光子   グラムの前後に配置することに

より、再生像のスイッチング  場印加によ て行う

ことに成功し 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※その他・特記事項（Others）： 

目的である回折角 大きく取る めにはサブミ 

 ンサイズのパターンが必要である。その めには、

電子線リソグラフィによる直接描画が必要である。 
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図１ ガーネット薄膜に形成し 正方形パターン

の光学顕微鏡写真 

図２ 作製し   グラムにレーザー光 透過さ

せてス リーンに投影し 再生像 

 


